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団  体  名： 阿南町 

事  業  名： 農業集落排水事業・小規模集落排水処理事業 

策  定  日： 平成 29 年３月 

計 画 期 間： 平成 29 年度～平成 38 年度  

 

１．事業概要 

（１） 事業の現況  

① 施設 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

平成６年４月 

（供用開始後 22 年） 

法適（全部適用・一部適

用）非適の区分 
非適 

処理区域内人口密度 
１ヘクタール当たり

20.21 人 

流域下水道等への 

接続の有無 
無 

処理区数 
６（農業集落排水事業４地区 新野地区・粟野地区・深見地区・北條地区

小規模集落排水処理事業２地区 和合上地区・和知野地区） 

処理場数 ６ヶ所 

広域化・共同化・最適化

実施状況*1 

地理的な制限があるため、施設の統合による効率化は不可能であり、現在の施

設数（６施設）での規模で経営が続く予定です。   

    

*1 「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。 

「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・

共同化を推進するための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴

収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。 

「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適

なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。 
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② 使用料 

一般家庭用使用料体

系の概要・考え方 

従量制となっています。 

水道使用量１立方メートル当たり １９５円（税込） 

業務用使用料体系の

概要・考え方 
同上 

その他の使用料体系

の概要・考え方 
無し 

条例上の使用料*2

（２０ あたり）※

過去３年度分を記載

平成 27 年度 3,900 円 
実質的な使用料*3

（２０ あたり）

※過去３年度分を

記載 

平成 27 年度 3,936 円

平成 26 年度 3,900 円 平成 26 年度 3,821 円

平成 25 年度 3,900 円 平成 25 年度 3,906 円

*2 条例上の使用料とは、一般家庭における２０ あたりの使用料をいう。 

*3 実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０ を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。 

 

③ 組織 

職員数 

阿南町下水道事業は、建設環境課上下水道係で運営されています。課長１名

の下、上下水道係に２名を配置しています。上下水道係は、上下水道について

兼任となっています。 

事業運営組織 

人員は最低限になっており、これ以上の削減取り組みは不可能な状態です。

この限られた人員の中効率的な運営を行っています。 

 

  

建設環境課（課長１名） 上下水道係（係長１名 職員１名）
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（２）民間活力の活用等    

民間活用の状況 ア 民間委託（包括的民間委託

を含む） 

保守守点検や清掃等業務の委託 

イ 指定管理者制度 なし 

ウ ＰＰＰ・ＰＦＩ なし 

資産活用の状況 ア エネルギー利用 

（下水熱・下水汚泥・発電等）

*4 

阿南町の生活排水施設から発生する汚泥（バ

イオマス）は、農業集落排水汚泥、浄化槽汚泥、

し尿ともし尿処理施設で処理されています。ま

た、現在の処理方法は脱水後、炭化処理し再利

用をしています。 

イ 土地・施設等利用（未利用

土地・施設の活用等）*5 

なし 

 

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析 

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較

分析表）を添付すること。 

農業集落排水事業 

収益的収支比率が 100％を割り込み、単年度収支が赤字であることを示しており、経営規

模に比べ地方債の規模が大きいことによる利払負担が収益圧迫要因となっています。 

経費回収率、汚水処理原価共に平均値との比較ではおおむね良好ですが、経費回収率は

100％に満たないため、維持管理に占める費用の割合が高く、使用料だけでは賄えていない

状況を示しています。 

施設利用率が低く、整備した施設が現状では適切な水準の料金収入に結びついていない

ため、更なる水洗化率向上のため、接続推進に取り組む必要があります。 

 

小規模集落排水処理事業 

収益的収支比率が赤字で、経常収支比率が 100％を割り込んでおり、経営規模に比べ地方

債の規模が大きいことによる利払負担が収益圧迫要因となっています。  

汚水処理原価が平均値より高く、経費回収率は 100％を下回り、維持管理費用が多い事が

要因となっています。 

施設利用率が平均値よりも低く、整備した施設が現状では適切な水準の料金収入に結び

ついていないため、更なる水洗化率の向上に向け取り組み、接続率を向上させる必要があり

ます。 

 

詳細は添付「経営比較分析表」をご参照ください。 
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２．経営の基本方針 

【基本理念】 

阿南町では、「輝くあなん」を町政の目標「若者に夢をお年寄りに安心を」を町づくりの

基本理念 とし、町民による町民のための輝く町づくり計画を住民の皆様と一体になって進

め ています。 

基本理念としては「生活水準の改善と自然環境の保全」としています。 

 

【基本方針】 

基本理念を達成するために、阿南町の計画などから策定される農業集落排水事業・小規模

集落排水処理事業の基本方針は以下になります。 

 

（阿南町公共施設等総合管理計画） 

農業集落排水事業・小規模集落排水処理事業は、阿南町公共施設等総合管理計画において

優先的に修理・整備されるインフラ事業であると位置づけられています。経営戦略・インフ

ラ長寿命化計画などとも整合性を維持しながらすすめていくことを求められています。 

⇒効率的な投資・維持管理費の削減 

 

（阿南町まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

農業集落排水事業・小規模集落排水処理事業は、阿南町人口ビジョンの基本目標である

『地域と人をつなぐ確かな暮らしあなんＴＯＷＮ！』を支える事業でもあります。一方で、

この基本目標が達成されることで人口の減少が緩和されることになります。このことで、今

度は、農業集落排水事業・小規模集落排水処理事業における安定的な収入を支えることにな

ります。 

⇒快適な環境・災害に強い町づくりと安定的な財源の確保 
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３．投資・財政計画（収支計画） 

（１） 投資・財政計画（収支計画） ：  別紙のとおり    

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要   

      

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明    

① 収支計画のうち投資についての説明 

【これまでの生活排水事業と今後の方針】 

阿南町の生活排水施設整備は、平成 3年度に汚水処理施設整備構想エリアマップを作成し、

農業集落排水事業と浄化槽事業で整備を行う方針を明確にした上で、まず農業集落排水新

野・粟野地区に着手し、その後、和合上、深見、和知野、北條地区の農業集落排水整備と併

せ、平成３年からは浄化槽による整備も進めてきました。これまでの取組により、農業集落

排水区域の整備は終了しましたが、それ以外の区域での浄化槽整備が残っているため、出来

る限り早期に生活排水施設を設置していけるよう進めています。 

なお、農業集落排水事業・小規模集合排水処理事業・合併処理浄化槽整備設置計画区域の

整備ついては、生活排水整備として一体をなすものであり、環境に対する取り組み、エリア

マップの作成、汚泥処理など多岐にわたって共通することから、経営戦略上も整合性が求め

られると考えています。 

 

 

 

 

 

 

【下⽔道事業 事業⽅針概要】 
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【阿南町エリアマップ】 
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これまでの事業推進により、処理場は整備済みですが、供用開始からが時間が経過し処理

槽の劣化、ポンプ類等設備の故障など老朽化が進んできているため平成 23年度から国庫補

助事業を導入し、処理場の機能強化工事を順次計画的に実施しています。また、効率的な投

資計画の立案により、投資の平準化も図っています。平成 34 年から不明水対策として、管

路の機能強化工事に着手します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下⽔道事業 事業計画（予定）】 
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② 収支計画のうち財源についての説明   

【使用料収入の見通し、使用料の見直しに関する事項】 

 

  

平成 30 年度に 5%および平成 35 年度に 5%に単価を改定した場合 
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料金収入については、有収水量が減少することから現状の下水道料金体系を維持した場合、

同様に減少していくと予想しています。そこで、現状の料金収入の水準を維持するために平

成 30年度に 5%および平成 35年度に 5%に単価の引き上げを予定しています。その場合の料

金収入の見通しは上のグラフのようになると見通しとなります。 

この場合、標準的な一般家庭の一ヶ月の下水道料金（１ あたり 195 円・20  使用を想定）

は 3,900 円（うち消費税 288 円）となります。平成 30年度に 5%および平成 35年度に 5%に

単価を引き上げた場合は、それぞれ、平成 30 年度 4,100 円（うち消費税 303 円）（＋200 円）

の平成 35 年度 4,400 円（うち消費税 400 円）（＋300 円）となります。（なお上記の数値は

１㎡あたり単価をそれぞれ 5％引き上げたという仮定で計算しており、実際の上昇額とは多

少の誤差が生じることがあります。また、平成 31 年 10 月より消費税が８％から 10％にな

ることが予定されているため平成 35 年は 10％の消費税として計算しています。） 

 

なお、今回の経営戦略の策定にあたって、平成 30 年度に 10％単価の引き上げをするパタ

ーンも検討しました。その場合は上のグラフのようになります。この場合は、平成 30 年度

4,300 円（うち消費税 318 円）（+400 円）となります。このパターンは、一度に与える利用

者の影響額が大きくなることになるため、今回の策定では、平成 30年度に 5%および平成 35

年度に 5%に単価を引き上げる前提を採用しました。 
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【参考】平成 30 年度に 10%単価を改定した場合 
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【繰入金・補助金】 

繰入金（基準内・基準外）・補助金は、計画年度における資本費や維持管理費などの要素を

考慮したうえで、項目ごとに積み上げで計算を行っています。 
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【企業債】 

企業債に関しては平成 28年度末時点で約 11億円残高となっています。今後償還を続けて

いき、平成 38年度では現在の約 4 分の１の約 2.7 億円まで減少する見込みです。なお、各

年度において更新のために必要な企業債の発行を予定しています。 
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③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明  

【経費についての取り組み】 

 汚水発生量の減少を見込み、全体費用を抑制するため、維持管理費の効率化により管理

経費の削減を進める必要があります。 

 

【職員給与費に関する事項】  

職員給与費については、現状の人員であり、現状の水準で推移するとしています。 

 

【動力費に関する事項】 

動力費については、農業集落排水事業は今後の処理量に大きな変更はないと考えられる

ため、過去の 5年間の実績額の平均としています。 

 

【薬品費に関する事項】 

薬品費については、農業集落排水事業は今後の処理量に大きな変動はないと考えられる

ため、過去の 5年間の実績額の平均としています。 

 

【修繕費に関する事項】 

修繕費については、定期的に発生するため、過去 5 年間の実績の平均としています。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤

字の解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。 

*（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組

について、その内容等を記載すること。  

① 今後の投資についての考え方・検討状況 

* 処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること     

広域化・共同化・最適化

に関する事項 

 地理的な制限があるため、施設の統合による効率化は不可能

であり、現在の施設数（６施設）での規模で経営が続く予定で

す。一方、阿南町の生活排水施設から発生する汚泥（バイオマ

ス）について、現在は、農業集落排水汚泥、浄化槽汚泥、し尿

ともし尿処理施設で処理されており、今後のし尿処理施設の方

針もありますが、人口減少とともに汚泥量の減少、し尿の減少

が見込まれるため、飯田下伊那地域内にある現施設の耐用期間

後を見据えて、広域で施設運営や処理方法について検討を行

い、飯田下伊那へ広域処理施設建設を含め、管理コスト低減と

バイオマス有効活用を推進していきます。 

 

投資の平準化に関する

事項 

農業集落排水事業・小規模集落排水処理事業は、整備済みであ

るため、今後は適切な更新計画のもと、投資が平準化するよう

に取り組んでいきます。 

 

民間活力の活用に関す

る事項（PPP/PFI など）

なし 

その他の取組 なし 

 

② 今後の財源についての考え方・検討状況  

使用料の見直しに関す

る事項 

下水道料金の適正水準については、定期的に検証していきま

す。 

 

資産活用による収入増

加の取組について 

なし 

 

その他の取組 なし 
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③ 投資以外の経費についての検討状況等 

民間活力の活用に関す

る事項 

（包括的民間委託等の

民間委託、指定管理者

制度、PPP/PFI など） 

現状の民間委託を維持していきます。 

職員給与費に関する事

項 

現状の状況を踏まえると職員は、最大限の効率化が図られて

います。 

動力費に関する事項 更新時には、各施設を省電力なものに変更することで省電力

化がすすむ一方で、単価上昇も予想されるためやや増加すると

見込んでいます。 

 

薬品費に関する事項 長期的に考えた場合、薬品の単価は上昇していくと見込んで

います。 

修繕費に関する事項 供与開始からさらに経過していくため修繕の頻度が増し全体

として金額が大きくなることも予想されます。 

委託費に関する事項 上記の修繕費のコントロールも含め、設備の点検などを頻繁

に行い致命的な故障を未然に防ぐような取り組みをおこなう

にあたり、検査委託料等が上昇していくとみこんでいます。 

 

その他の取組 なし 

 

 

４．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

経営戦略の事後検証、

更新等に関する事項 

今回の経営戦略については、計画を策定したことをもって終

わりというものではなく、ＰＤＣＡサイクルを働かせることが

必要となってくることから、毎年度進捗管理（モニタリング）

を行うとともに、３～５年ごとに見直し（ローリング）ＰＤＣ

Ａサイクルを適切に働かせていくこととしています。 

 

  

-17-



別添２－２ 
 

 
 

用語集 

【か行】 

合併処理浄化槽整備設

置計画 

雑排水による公共用水域の汚濁等の生活環境の悪化に対処す

るため生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的

とした合併処理浄化槽の設置及び整備を推進することが必要

性から設置をすすめている計画のこと。 

 

企業債 地方公営企業は、毎年度の支出額の平準化と世代間の公平を確

保するため、建設費のうち一定限度まで借入が認められている

ことから設費等の財源として、国や地方公共団体金融機構など

から借り入れる長期借入金。 

 

繰入金（基準内・基準

外） 

施設建設費のうち国庫補助金、受益者負担金及び地方債による

以外の部分と維持管理費のうち下水道使用料で賄うべき以外

の部分について一般会計等より下水道事業特別会計に繰り入

れるもの。 

繰入金（基準内）とは、総務省より毎年出される地方公営企業

繰出金基準により設定される繰入金のこと。 

繰入金（基準外）とは、上記、地方公営企業繰出金基準によら

ない繰入金のこと。 

 

経営比較分析表 水道事業及び簡易水道事業、下水道事業者が総務省に毎年、提

出し経営指標を分析したもの。 

各公営企業においては、経営比較分析表を活用することによ

り、当該団体の経年比較や他の公営企業との比較、複数の指標

を組み合わせた分析を行い、経営の現状及び課題を的確かつ簡

明に把握することが可能となる。また、中長期的な経営の基本

計画である「経営戦略」の策定を進める上で有益な情報が得ら

れるほか、議会や住民に対する経営状況の説明等に活用するこ

とが期待できる。 

 

現在処理区域内人口 当該年度決算に基づく、下水道法により処理開始が公示又は 

通知された処理区域の年度末人口のこと。 
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【さ行】 

指定管理者制度 住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するための

施設である公の施設について、民間事業者等が有するノウハウ

を活用することにより、住民サービスの質の向上を図っていく

ことで、施設の設置の目的を効果的に達成するための制度のこ

と。 

小規模集落排水処理事

業 

農業振興地域の整備に関する法律(昭和四四年法律第五八号)

の規定に基づき指定された農業振興地域において、小規模な集

合処理施設を整備することが効率的な場合に、原則として 10戸

以上 20 戸未満の規模で実施される事業のこと。 

 

処理区域内人口密度 現在処理区域内人口／処理区域面積 

処理区域面積 下水道法により処理開始が公示又は通知された処理区域の面

積のこと。 

 

【た行】 

投資の平準化 更新投資が年度間で均一になるようにしていくこと。 

アセットマネジメントや適切な更新計画が必要となる。 

 

【な行】 

農業集落排水処理事業 農業集落におけるし尿、生活雑排水などの汚水等を処理する施

設の整備により、農業用用排水の水質の汚濁を防止し、農村地

域の健全な水循環に資するとともに、農村の基礎的な生活環境

の向上を目的とする事業のこと。 

 

【は行】 

バイオマス 生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、一般的には再生可

能な、生物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの。 

この有機資源は、植物及び動物等の生物由来の製品から、それ

らの生命活動から排出される廃棄物、生ごみ、ふん尿、汚泥等

までも含む。バイオマスは、化石資源のサイクルが非常に長い

のに対して、ライフサイクルの中で、持続的に再生可能な資源

であることから、地球 温暖化防止や廃棄物の有効利用などの

観点から近年 世界的に注目されており，わが国においてもそ

の利活用が積極的に推進されている。 
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補助金 下水道を整備することは国家的見地から見ても非常に重要で

あるとの考えから、下水道を建設する地方公共団体に対して

国・都道府県がおこなう補助のこと。 

 

【ら行】 

流域下水道 2 以上の市町村の区域における下水を排除するものであり、か

つ、終末処理場を有するもの。 

 

【A-Z】 

PDCA サイクル 典型的な経営手法の一つであり、計画（plan）、実行（do）、評

価（check）、改善（act）のプロセスからなり、評価（check）

改善（act）を経て、最初のプロセスである計画（plan）に戻る。

このプロセスを繰り返すことから、PDCA サイクルと呼ばれる。

反省点を踏まえてサイクルを繰り返すことから品質の維持・向

上および継続的な業務改善活動が推進される。 

 

PFI PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナン

ス・イニシアティブ）の略、公共施設等の建設、維持管理、運

営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新

しい手法のこと。 

 

PPP PPP（Public Private Partnership：パプリック・プライベー

ト・パートナーシップ：公民連携）の略、公共サービスの提供

に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念で、民間資本や民間

のノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向上を目指すも

のこと。 

公民が連携して公共サービスの PFI は、PPP の代表的な手法の

一つ。 
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指標・比率 

収益的収支比率(％)   総収益

総費用＋地方債償還金
ൈ １００ 

経費回収率(％)     使用料単価

汚水処理原価
ൈ １００ 

汚水処理原価(円/ )  汚水処理費

年間有収水量価
ൈ １００ 

施設利用率(％) 晴天時一日平均処理水量

晴天時現在処理能力
ൈ １００ 

水洗化率(％)      現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口
ൈ １００ 

普及率(％)  現在給水人口（処理区域内人口）

行政区域内人口
ൈ 	１００ 

 

-21-



様
式

第
2
号

（
法

非
適

用
企

業
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

H
2
6
年

度
H
2
7
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度
H
3
0
年

度
H
3
1
年

度
H
3
2
年

度
H
3
3
年

度
H
3
4
年

度
H
3
5
年

度
H
3
6
年

度
H
3
7
年

度
H
3
8
年

度

区
分

（
決

算
）

予
算

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

1
(A

)
1
2
9
,4

9
5

1
2
9
,6

6
0

1
3
1
,9

5
9

1
3
1
,0

4
5

1
3
2
,8

9
1

1
3
2
,3

8
2

1
3
1
,4

2
0

1
3
0
,7

6
0

1
3
0
,0

6
7

1
3
1
,6

4
4

1
3
0
,4

7
1

1
2
9
,2

8
1

1
2
8
,0

8
2

（
１

）
(B

)
4
7
,5

8
3

4
7
,6

3
2

4
8
,3

4
7

4
8
,5

2
7

5
0
,1

7
2

4
9
,4

3
3

4
8
,6

9
1

4
7
,9

6
1

4
7
,2

4
2

4
8
,8

6
0

4
7
,6

6
8

4
6
,4

7
6

4
5
,2

8
5

ア
4
7
,5

8
0

4
7
,6

2
8

4
8
,3

4
4

4
8
,5

2
4

5
0
,1

6
8

4
9
,4

2
9

4
8
,6

8
8

4
7
,9

5
8

4
7
,2

3
8

4
8
,8

5
6

4
7
,6

6
5

4
6
,4

7
3

4
5
,2

8
1

イ
(C

)

ウ
3

4
3

3
4

3
3

4
3

4
4

3
4

（
２

）
8
1
,9

1
2

8
2
,0

2
8

8
3
,6

1
1

8
2
,5

1
7

8
2
,7

1
9

8
2
,9

4
9

8
2
,7

2
8

8
2
,7

9
9

8
2
,8

2
5

8
2
,7

8
4

8
2
,8

0
3

8
2
,8

0
4

8
2
,7

9
7

ア
8
1
,9

0
6

8
2
,0

0
3

8
3
,5

5
2

8
2
,4

8
7

8
2
,6

8
1

8
2
,9

0
7

8
2
,6

9
1

8
2
,7

6
0

8
2
,7

8
6

8
2
,7

4
6

8
2
,7

6
4

8
2
,7

6
5

8
2
,7

5
8

イ
6

2
5

5
9

3
0

3
8

4
3

3
7

3
9

4
0

3
9

3
9

3
9

3
9

２
(D

)
6
6
,4

4
2

6
7
,2

5
2

8
2
,0

9
4

6
0
,1

7
9

5
7
,5

3
4

5
4
,7

9
4

5
1
,9

6
6

4
9
,0

7
5

4
6
,3

8
5

4
3
,7

5
3

4
1
,4

4
1

3
9
,8

9
8

3
8
,6

3
5

（
１

）
3
4
,7

9
9

3
7
,9

3
8

5
5
,2

3
1

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

3
5
,8

8
9

ア
2
,9

0
3

3
,3

1
3

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

3
,2

3
1

イ
3
1
,8

9
6

3
4
,6

2
5

5
2
,0

0
0

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

3
2
,6

5
8

（
２

）
3
1
,6

4
3

2
9
,3

1
4

2
6
,8

6
3

2
4
,2

9
0

2
1
,6

4
5

1
8
,9

0
5

1
6
,0

7
7

1
3
,1

8
6

1
0
,4

9
6

7
,8

6
4

5
,5

5
2

4
,0

0
9

2
,7

4
6

ア
3
1
,6

4
3

2
9
,3

1
4

2
6
,8

6
3

2
4
,2

9
0

2
1
,6

4
5

1
8
,9

0
5

1
6
,0

7
7

1
3
,1

8
6

1
0
,4

9
6

7
,8

6
4

5
,5

5
2

4
,0

0
9

2
,7

4
6

ア
3
1
,6

4
3

2
9
,3

1
4

2
6
,8

6
3

2
4
,2

9
0

2
1
,6

4
5

1
8
,9

0
5

1
6
,0

7
7

1
3
,1

8
6

1
0
,4

9
6

7
,8

6
4

5
,5

5
2

4
,0

0
9

2
,7

4
6

イ

３
(E

)
6
3
,0

5
3

6
2
,4

0
8

4
9
,8

6
5

7
0
,8

6
6

7
5
,3

5
7

7
7
,5

8
8

7
9
,4

5
4

8
1
,6

8
5

8
3
,6

8
3

8
7
,8

9
1

8
9
,0

3
0

8
9
,3

8
2

8
9
,4

4
7

1
(F

)
6
2
,9

4
0

1
0
8
,0

3
5

4
8
,4

9
1

4
4
,5

9
7

4
0
,6

2
6

4
5
,2

7
7

4
8
,4

6
2

1
5
0
,0

8
1

5
1
,6

4
0

5
4
,8

3
8

3
9
,9

9
7

5
4
,8

0
8

4
0
,0

0
5

（
１

）
1
8
,4

0
0

3
6
,4

0
0

1
1
,8

0
0

7
,2

0
0

6
,8

0
0

7
,4

0
0

7
,6

0
0

5
4
,0

0
0

8
,4

0
0

2
3
,2

0
0

8
,4

0
0

2
3
,2

0
0

8
,4

0
0

（
２

）
2
2
,1

2
0

3
3
,8

7
5

3
4
,5

7
1

3
1
,9

6
4

2
9
,3

8
8

3
5
,7

1
3

3
7
,4

3
4

3
8
,9

8
7

3
2
,5

9
5

2
0
,9

9
9

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

（
３

）

（
４

）

（
５

）
1
8
,5

0
0

3
6
,5

0
0

3
,0

0
0

2
,5

0
0

1
,2

5
0

5
5
,0

0
0

8
,5

0
0

8
,5

0
0

8
,5

0
0

8
,5

0
0

8
,5

0
0

（
６

）
3
,9

2
0

1
,2

6
0

2
,1

2
0

2
,4

3
3

1
,9

3
8

2
,1

6
4

2
,1

7
8

2
,0

9
3

2
,1

4
5

2
,1

3
9

2
,1

2
6

2
,1

3
7

2
,1

3
4

（
７

）

２
(G

)
1
2
5
,9

2
6

1
7
0
,4

6
9

9
8
,3

6
6

1
1
5
,4

5
1

1
1
5
,9

7
4

1
2
2
,8

5
5

1
2
7
,9

0
6

2
3
1
,7

5
5

1
3
5
,3

1
2

1
4
2
,7

1
8

1
1
4
,7

3
8

1
1
9
,3

5
1

9
5
,9

3
6

（
１

）
3
8
,3

3
0

7
5
,4

9
5

1
3
,3

0
0

9
,4

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,2

0
0

1
1
4
,9

0
0

2
1
,9

0
0

3
2
,0

0
0

2
8
,0

0
0

3
2
,0

0
0

2
8
,0

0
0

（
２

）
(H

)
8
7
,5

9
6

9
4
,9

7
4

9
8
,3

6
6

1
0
2
,1

5
1

1
0
6
,5

7
4

1
1
2
,8

5
5

1
1
5
,7

0
6

1
1
6
,8

5
5

1
1
3
,4

1
2

1
1
0
,7

1
8

8
6
,7

3
8

8
7
,3

5
1

6
7
,9

3
6

（
３

）

（
４

）

（
５

）

３
(I
)

△
 6

2
,9

8
6

△
 6

2
,4

3
4

△
 4

9
,8

7
5

△
 7

0
,8

5
4

△
 7

5
,3

4
8

△
 7

7
,5

7
8

△
 7

9
,4

4
4

△
 8

1
,6

7
5

△
 8

3
,6

7
3

△
 8

7
,8

8
1

△
 7

4
,7

4
1

△
 6

4
,5

4
3

△
 5

5
,9

3
2

収 益 的 収 入
収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 支 出

そ
の

他

他
会

計
繰

入
金

営
業

外
収

益

雨
水

処
理

負
担

金

そ
の

他

受
託

工
事

収
益

料
金

収
入

営
業

収
益

(A
)-

(D
)

営
業

費
用

総
費

用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

営
業

外
費

用

支
払

利
息

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

支
払

利
息

（
雨

水
分

）

支
払

利
息

（
汚

水
分

）

総
収

益

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

収
支

差
引

そ
の

他

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 本 的 支 出
他

会
計

長
期

借
入

金
返

還
金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

-22-



様
式

第
2
号

（
法

非
適

用
企

業
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

(J
)

6
7

△
 2

6
△

 1
0

1
2

9
1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
4
,2

8
9

2
4
,8

3
9

3
3
,5

1
6

(K
)

(L
)

2
9
8

3
6
6

3
4
0

3
3
0

3
4
2

3
5
1

3
6
1

3
7
1

3
8
1

3
9
1

4
0
1

1
4
,6

9
0

3
9
,5

2
9

(M
)

(N
)

3
6
5

3
4
0

3
3
0

3
4
2

3
5
1

3
6
1

3
7
1

3
8
1

3
9
1

4
0
1

1
4
,6

9
0

3
9
,5

2
9

7
3
,0

4
4

(O
)

(P
)

3
6
5

3
4
0

3
3
0

3
4
2

3
5
1

3
6
1

3
7
1

3
8
1

3
9
1

4
0
1

1
4
,6

9
0

3
9
,5

2
9

7
3
,0

4
4

(Q
)

(Q
)

(B
)-

(C
)

(A
)

(D
)+

(H
)

(S
)

4
7
,5

8
3

4
7
,6

3
2

4
8
,3

4
7

4
8
,5

2
7

5
0
,1

7
2

4
9
,4

3
3

4
8
,6

9
1

4
7
,9

6
1

4
7
,2

4
2

4
8
,8

6
0

4
7
,6

6
8

4
6
,4

7
6

4
5
,2

8
5

（
T
)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
H
2
6
年

度
H
2
7
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度
H
3
0
年

度
H
3
1
年

度
H
3
2
年

度
H
3
3
年

度
H
3
4
年

度
H
3
5
年

度
H
3
6
年

度
H
3
7
年

度
H
3
8
年

度

区
分

（
決

算
）

予
算

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

8
1
,9

0
6

8
2
,0

0
3

8
3
,5

5
2

8
2
,4

8
7

8
2
,6

8
1

8
2
,9

0
7

8
2
,6

9
1

8
2
,7

6
0

8
2
,7

8
6

8
2
,7

4
6

8
2
,7

6
4

8
2
,7

6
5

8
2
,7

5
8

8
1
,9

0
6

8
2
,0

0
3

8
3
,5

5
2

8
2
,4

8
7

8
2
,6

8
1

8
2
,9

0
7

8
2
,6

9
1

8
2
,7

6
0

8
2
,7

8
6

8
2
,7

4
6

8
2
,7

6
4

8
2
,7

6
5

8
2
,7

5
8

2
2
,1

2
0

3
3
,8

7
5

3
4
,5

7
1

3
1
,9

6
4

2
9
,3

8
8

3
5
,7

1
3

3
7
,4

3
4

3
8
,9

8
7

3
2
,5

9
5

2
0
,9

9
9

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,5

8
6

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

2
0
,9

7
1

1
,5

3
4

1
2
,9

0
4

1
3
,6

0
0

1
0
,9

9
3

8
,4

1
7

1
4
,7

4
2

1
6
,4

6
3

1
8
,0

1
6

1
1
,6

2
4

2
8

1
0
4
,0

2
6

1
1
5
,8

7
8

1
1
8
,1

2
3

1
1
4
,4

5
1

1
1
2
,0

6
9

1
1
8
,6

2
0

1
2
0
,1

2
6

1
2
1
,7

4
7

1
1
5
,3

8
1

1
0
3
,7

4
4

1
0
3
,7

3
5

1
0
3
,7

3
6

1
0
3
,7

2
9

収
益

的
収

支
分

地
方

債
残

高

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額
健

全
化

法
施

行
令

第
1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(（

T
）
/
（
V

）
×

1
0
0
)

他
会

計
借

入
金

残
高

黒
字

(N
)-

(O
)

赤
字

×
1
0
0

）

赤
字

比
率

（
×

1
0
0

）

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B

)-
(C

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

((
R

)/
(S

)×
1
0
0
)

収
益

的
収

支
比

率
（

7
3

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
6
条

第
１

項
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

(R
)

8
1

8
1

収
支

再
差

引
(E

)+
(I
)

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

1
2
0

8
4
.1

7
9
.9

1
0
2

8
1

8
5

1
0
2

7
9

7
8

7
9

実
質

収
支

-23-



様
式

第
2
号

（
法

非
適

用
企

業
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

H
2
6
年

度
H
2
7
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度
H
3
0
年

度
H
3
1
年

度
H
3
2
年

度
H
3
3
年

度
H
3
4
年

度
H
3
5
年

度
H
3
6
年

度
H
3
7
年

度
H
3
8
年

度

区
分

（
決

算
）

予
算

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

1
(A

)
5
,9

4
1

5
,9

8
4

6
,4

3
9

6
,4

1
2

6
,4

2
8

6
,3

9
9

6
,3

7
1

6
,3

4
3

6
,3

1
4

6
,3

2
4

6
,2

9
4

6
,2

6
5

6
,2

3
5

（
１

）
(B

)
9
4
9

9
5
1

9
1
9

8
9
2

9
0
8

8
8
0

8
5
1

8
2
3

7
9
5

8
0
4

7
7
5

7
4
5

7
1
5

ア
9
4
9

9
5
1

9
1
9

8
9
2

9
0
8

8
8
0

8
5
1

8
2
3

7
9
5

8
0
4

7
7
5

7
4
5

7
1
5

イ
(C

)

ウ

（
２

）
4
,9

9
2

5
,0

3
3

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

ア
4
,9

9
2

5
,0

3
3

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

イ

２
(D

)
2
,8

0
9

2
,8

8
1

2
,6

5
1

2
,5

3
5

2
,4

1
5

2
,2

9
4

2
,1

6
9

2
,0

4
2

1
,9

2
8

1
,8

0
9

1
,6

7
4

1
,5

5
0

1
,4

1
0

（
１

）
1
,0

6
4

1
,2

4
8

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

ア イ
1
,0

6
4

1
,2

4
8

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

1
,1

3
2

（
２

）
1
,7

4
5

1
,6

3
3

1
,5

1
9

1
,4

0
3

1
,2

8
3

1
,1

6
2

1
,0

3
7

9
1
0

7
9
5

6
7
7

5
4
2

4
1
8

2
7
7

ア
1
,7

4
5

1
,6

3
3

1
,5

1
9

1
,4

0
3

1
,2

8
3

1
,1

6
2

1
,0

3
7

9
1
0

7
9
5

6
7
7

5
4
2

4
1
8

2
7
7

ア
1
,7

4
5

1
,6

3
3

1
,5

1
9

1
,4

0
3

1
,2

8
3

1
,1

6
2

1
,0

3
7

9
1
0

7
9
5

6
7
7

5
4
2

4
1
8

2
7
7

イ

３
(E

)
3
,1

3
2

3
,1

0
3

3
,7

8
7

3
,8

7
6

4
,0

1
2

4
,1

0
5

4
,2

0
2

4
,3

0
0

4
,3

8
6

4
,5

1
5

4
,6

2
0

4
,7

1
4

4
,8

2
5

1
(F

)
2
,2

4
2

2
,3

8
3

1
,8

1
3

4
,8

4
1

1
,8

2
3

4
,3

5
3

2
,8

8
0

4
,8

0
0

4
,8

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

（
１

）
4
,8

0
0

4
,8

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

（
２

）
2
,2

4
2

2
,3

8
3

1
,8

1
3

1
,8

4
1

1
,8

2
3

1
,8

5
3

1
,8

8
0

（
３

）

（
４

）

（
５

）
3
,0

0
0

2
,5

0
0

1
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

（
６

）

（
７

）

２
(G

)
5
,3

7
4

5
,4

8
6

5
,6

0
0

8
,7

1
7

5
,8

3
6

8
,4

5
8

7
,0

8
2

6
,2

0
9

6
,3

3
9

6
,4

7
2

1
1
,6

0
7

6
,7

4
5

1
1
,8

8
3

（
１

）
3
,0

0
0

2
,5

0
0

1
,0

0
0

5
,0

0
0

5
,0

0
0

（
２

）
(H

)
5
,3

7
4

5
,4

8
6

5
,6

0
0

5
,7

1
7

5
,8

3
6

5
,9

5
8

6
,0

8
2

6
,2

0
9

6
,3

3
9

6
,4

7
2

6
,6

0
7

6
,7

4
5

6
,8

8
3

（
３

）

（
４

）

（
５

）

３
(I
)

△
 3

,1
3
2

△
 3

,1
0
3

△
 3

,7
8
7

△
 3

,8
7
6

△
 4

,0
1
3

△
 4

,1
0
5

△
 4

,2
0
2

△
 1

,4
0
9

△
 1

,5
3
9

△
 6

,4
7
2

△
 1

,6
0
7

△
 6

,7
4
5

△
 1

,8
8
3

資 本 的 支 出
他

会
計

長
期

借
入

金
返

還
金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

収
支

差
引

そ
の

他

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

総
収

益

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

収 益 的 収 入
収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 支 出

そ
の

他

他
会

計
繰

入
金

営
業

外
収

益

雨
水

処
理

負
担

金

そ
の

他

受
託

工
事

収
益

料
金

収
入

営
業

収
益

(A
)-

(D
)

営
業

費
用

総
費

用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

営
業

外
費

用

支
払

利
息

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

支
払

利
息

（
雨

水
分

）

支
払

利
息

（
汚

水
分

）

-24-



様
式

第
2
号

（
法

非
適

用
企

業
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

(J
)

2
,8

9
1

2
,8

4
7

△
 1

,9
5
7

3
,0

1
3

△
 2

,0
3
1

2
,9

4
2

(K
)

(L
)

2
,8

9
1

5
,7

3
8

3
,7

8
1

6
,7

9
5

4
,7

6
4

(M
)

(N
)

2
,8

9
1

5
,7

3
8

3
,7

8
1

6
,7

9
5

4
,7

6
4

7
,7

0
6

(O
)

(P
)

2
,8

9
1

5
,7

3
8

3
,7

8
1

6
,7

9
5

4
,7

6
4

7
,7

0
6

(Q
)

(Q
)

(B
)-

(C
)

(A
)

(D
)+

(H
)

(S
)

9
4
9

9
5
1

9
1
9

8
9
2

9
0
8

8
8
0

8
5
1

8
2
3

7
9
5

8
0
4

7
7
5

7
4
5

7
1
5

（
T
)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
H
2
6
年

度
H
2
7
年

度
H
2
8
年

度
H
2
9
年

度
H
3
0
年

度
H
3
1
年

度
H
3
2
年

度
H
3
3
年

度
H
3
4
年

度
H
3
5
年

度
H
3
6
年

度
H
3
7
年

度
H
3
8
年

度

区
分

（
決

算
）

予
算

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

計
画

4
,9

9
2

5
,0

3
3

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
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2
0

5
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2
0

5
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2
0

5
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2
0

5
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2
0

5
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2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

4
,9

9
2

5
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3
3

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
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2
,2

4
2

2
,3

8
3

1
,8

1
3

1
,8

4
1

1
,8

2
3

1
,8

5
3

1
,8

8
0

2
,2

4
2

2
,3

8
3

1
,8

1
3

1
,8

4
1

1
,8

2
3

1
,8

5
3

1
,8

8
0

7
,2

3
4

7
,4

1
6

7
,3

3
3

7
,3

6
1

7
,3

4
3

7
,3

7
3

7
,4

0
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

5
,5

2
0

実
質

収
支

7
5

7
2
.6

7
1
.5

7
6

7
6

7
6

7
6

7
8

7
7

7
7

7
8

7
8

収
支

再
差

引
(E

)+
(I
)

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
6

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
(R

)

赤
字

比
率

（
×

1
0
0

）

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B

)-
(C

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
((
R

)/
(S

)×
1
0
0
)

収
益

的
収

支
比

率
（

7
8

収
益

的
収

支
分

地
方

債
残

高

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額
健

全
化

法
施

行
令

第
1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(（

T
）
/
（
V

）
×

1
0
0
)

他
会

計
借

入
金

残
高

黒
字

(N
)-

(O
)

赤
字

×
1
0
0

）
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
6
年

度
全

国
平

均

※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。
※

　
平

成
2
2
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
に

お
け

る
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

当
時

の
事

業
数

を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率
及

び
管

渠
改

善
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
6
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

全
体

総
括

　
人

口
減

少
等

に
伴

い
料

金
収

入
は

伸
び

悩
み

、
将

来
的

に
は

減
少

す
る

見
込

み
の

た
め

、
適

正
な

料
金

設
定

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

汚
水

発
生

量
の

減
少

を
見

込
み

、
全

体
費

用
を

抑
制

す
る

た
め

、
維

持
管

理
費

の
効

率
化

に
よ

り
管

理
経

費
の

削
減

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

一
方

、
施

設
の

老
朽

化
に

伴
う

国
庫

事
業

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
り

、
地

方
債

の
借

入
れ

及
び

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
に

よ
る

経
営

状
況

が
続

く
見

込
み

で
あ

る
。

　
更

な
る

接
続

率
向

上
の

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

が
、

少
子

高
齢

化
と

と
も

に
、

未
接

続
の

家
庭

は
老

人
家

庭
が

多
く

、
経

済
的

負
担

等
の

理
由

に
よ

り
、

伸
び

悩
ん

で
い

る
現

状
が

あ
る

。
　

地
理

的
な

制
限

が
あ

る
た

め
、

施
設

の
統

合
に

よ
る

効
率

化
は

不
可

能
で

あ
り

、
現

在
の

施
設

数
（

4
施

設
）

で
の

規
模

で
経

営
が

続
く

予
定

。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

渠
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
渠

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
供

用
開

始
か

ら
1
7
年

以
上

が
経

過
し

、
処

理
槽

の
劣

化
、

ポ
ン

プ
類

等
設

備
の

故
障

な
ど

老
朽

化
が

進
み

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
国

庫
補

助
事

業
を

導
入

し
、

処
理

場
の

機
能

強
化

工
事

を
順

次
計

画
的

に
実

施
し

て
い

る
。

処
理

場
は

計
画

的
に

実
施

す
る

予
定

だ
が

、
管

路
に

つ
い

て
は

、
更

新
の

目
安

と
す

る
3
0
年

を
経

過
し

て
お

ら
ず

、
具

体
的

な
計

画
は

な
い

。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
使

用
料

対
象

の
捕

捉
」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
経

常
収

支
比

率
が

1
0
0
％

を
割

り
込

み
、

単
年

度
収

支
が

赤
字

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
お

り
、

経
営

規
模

に
比

べ
地

方
債

の
規

模
が

大
き

い
こ

と
に

よ
る

利
払

負
担

が
収

益
圧

迫
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

　
経

費
回

収
率

、
汚

水
処

理
原

価
共

に
平

均
値

と
の

比
較

で
は

お
お

む
ね

良
好

だ
が

、
経

費
回

収
率

は
1
0
0
％

に
満

た
ず

、
維

持
管

理
に

占
め

る
費

用
の

割
合

が
高

く
、

使
用

料
だ

け
で

は
賄

え
て

い
な

い
状

況
を

示
し

て
い

る
。

　
施

設
利

用
率

が
低

く
、

整
備

し
た

施
設

が
現

状
で

は
適

切
な

水
準

の
料

金
収

入
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

た
め

、
更

な
る

水
洗

化
率

向
上

の
た

め
、

接
続

推
進

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

施
設

効
率

を
改

善
す

る
と

と
も

に
、

経
営

の
あ

り
方

（
料

金
改

定
）

や
、

今
後

の
投

資
の

あ
り

方
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

。

「
単

年
度

の
収

支
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

－

-
該

当
数

値
な

し
5
2
.
0
1

1
0
0
.
0
0

3
,
9
0
0

2
,
6
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1
.
3
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1
,
9
3
7
.
0
4

【
】

4
1
.
0
2

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

法
非

適
用

下
水

道
事

業
農

業
集

落
排

水
F
2

5
,
0
4
8

1
2
3
.
0
7

経
営

比
較

分
析

表
長

野
県

　
阿

南
町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
人

口
（

人
）

面
積

(
k
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人
口

密
度
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/
k
m
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)
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均
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83
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61
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7
3

83
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8
84

.0
6

84
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②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％
)

③
流

動
比

率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％

)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率
(
％

)

①
有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
(
％

)
②

管
渠

老
朽

化
率

(
％
)

③
管

渠
改

善
率

(
％

)

【
99
2.
47
】

【
8
3.
79
】

【
5
3.
32
】

【
29
5.
10
】

【
5
1.
49
】

【
0.
03
】

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
6
年

度
全

国
平

均

※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。
※

　
平

成
2
2
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
に

お
け

る
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

当
時

の
事

業
数

を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率
及

び
管

渠
改

善
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
6
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

全
体

総
括

　
人

口
減

少
等

に
伴

い
料

金
収

入
は

伸
び

悩
み

、
将

来
的

に
は

減
少

す
る

見
込

み
の

た
め

、
適

正
な

料
金

設
定

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

汚
水

発
生

量
の

減
少

を
見

込
み

、
全

体
費

用
を

抑
制

す
る

た
め

、
維

持
管

理
費

の
効

率
化

に
よ

り
管

理
経

費
の

削
減

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
水

洗
化

率
9
5
%
以

上
で

あ
る

が
、

1
0
0
%
を

目
指

し
接

続
率

向
上

の
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

少
子

高
齢

化
と

と
も

に
、

未
接

続
の

家
庭

は
高

齢
者

世
帯

が
多

く
、

経
済

的
負

担
等

の
理

由
に

よ
り

、
伸

び
悩

ん
で

い
る

現
状

が
あ

る
。

　
地

理
的

な
制

限
が

あ
る

た
め

、
施

設
の

統
合

に
よ

る
効

率
化

は
不

可
能

で
あ

り
、

現
在

の
施

設
数

（
2
施

設
）

で
の

規
模

で
経

営
が

続
く

予
定

。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

渠
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
渠

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
供

用
開

始
か

ら
1
8
年

以
上

が
経

過
し

、
今

後
施

設
の

劣
化

調
査

を
行

い
、

老
朽

化
対

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
管

路
に

つ
い

て
は

、
更

新
の

目
安

と
す

る
3
0
年

を
経

過
し

て
お

ら
ず

、
具

体
的

な
計

画
は

な
い

。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
使

用
料

対
象

の
捕

捉
」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
経

常
利

益
が

赤
字

で
、

経
常

収
支

比
率

が
1
0
0
％

を
割

り
込

ん
で

お
り

、
経

営
規

模
に

比
べ

地
方

債
の

規
模

が
大

き
い

こ
と

に
よ

る
利

払
負

担
が

収
益

圧
迫

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
　

汚
水

処
理

原
価

が
平

均
値

よ
り

高
く

、
経

費
回

収
率

は
1
0
0
％

を
下

回
り

、
維

持
管

理
費

用
が

多
い

事
が

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
施

設
利

用
率

が
平

均
値

よ
り

も
低

く
、

整
備

し
た

施
設

が
現

状
で

は
適

切
な

水
準

の
料

金
収

入
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

た
め

、
更

な
る

水
洗

化
率

の
向

上
に

向
け

取
り

組
み

、
接

続
率

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

　
施

設
効

率
を

改
善

す
る

と
と

も
に

、
運

営
体

制
の

あ
り

方
や

、
今

後
の

投
資

の
あ

り
方

を
見

直
す

必
要

が
あ

る
。

「
単

年
度

の
収

支
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

－
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